
⑱ ご遺族の名前、連絡先を確認する。 
⑲ ご遺族の解剖施設への来訪者を確認する。 
⑳ 解剖に対する意思を確認（開頭の同意）。調整

看護師の説明が必要か否かの確認をし、対応

をする。 
 

Ⅱ．解剖決定時⇒（医療機関申請時チェックシート参

照） 

① 解剖場所・時間・待ち合わせ場所など電話連

絡をし、詳細を記入した FAX 用紙と事例概要

報告書の見本を送る。 
② 解剖施設へ持参する書類等準備、確認 
  

Ⅲ．解剖施設にて⇒（調整看護師が複数いる場合には、

担当に分かれて行動する） 

① 30 分前に解剖場所に入る。病理室へ挨拶、打

ち合わせに行く。 
② ご遺体の搬入に立ち会う。 
③ それぞれの待ち合わせ場所に向かい、依頼元

機関、ご遺族をそれぞれ別室に案内する（遺

族の心情を配慮する）。調整看護師 A（主担当）

はご遺族、調整看護師Ｂは依頼元機関を担当

する。 
④ 調整看護師Ｂは、依頼元機関より申請書・依

頼書・同意書・説明文の原本、事例概要、カ

ルテ、画像類を受け取る。 
⑤ 調整看護師Ｂは、カルテのコピー・フィルム

類などが原本の場合は、一度依頼元へ持ち帰

って頂き、2 部コピーして 2 週間以内に郵送

してもらうことを説明する。事例概要は、追

加修正等あれば後日（2～3 日中）郵送してい

ただくよう説明する。追加修正がなければ、

そのまま原本として受領する。 
⑥ 調整看護師Ｂは、死亡診断書持参の有無を確

認する（死因以外は記入してもらう）。 
⑦ 調整看護師Ｂは医療関係者から経過、事情を

聞く。 
⑧ 調整看護師 A はご遺族から経過、事情を聞き

面談内容用紙に記載する。 
⇒「ご遺族との面談内容」は、2 ヶ月後にご

遺族へお送りし、追記があれば記入して頂き、返

送してもらう旨を伝える。 
  又、モデル事業の主旨、流れについても説明

する。 
⑨ 調整看護師 A は、ご遺体の搬送（解剖施設～

ご自宅）について葬儀社と確認をする。搬送

代のみ当事務局が負担することを再度説明し、

請求書は後日地域事務局へ郵送してもらうよ

うに説明する。 
⑩ 解剖前に、解剖医が依頼元機関から事情を聞

くので、調整看護師 B が立ち会う。 
⑪ モデル事業パンフレット他資料、解剖担当者

確認書、振り込み用紙（既に振り込み先が分

かっている場合は渡さなくて良い）を解剖医

師に渡す。解剖担当者確認のみ受領する。振

り込み用紙は後日送付依頼をする。解剖医に

解剖報告書を 1 ヶ月目安で送付してもらうよ

うに依頼する。 
⑫ 調整看護師Ｂは、解剖医にご遺族へ解剖前の

説明をしてもらうよう依頼し、ご遺族の待合

室へ同行する。その際、依頼元機関は別室で

待機してもらう。 
⑬ 必要時、解剖に立ち会う。 
⑭ 解剖が無事開始になったことを地域事務局或

いは総合調整医へ連絡する。 
⇒総合調整医は、調整看護師Ｂから報告を受

ける。 
⑮ 解剖の進行状況を確認しつつ、解剖終了 1 時

間前位に葬儀社（搬送業者）へ連絡をし、お

迎えの手配をする。 
⑯ 解剖終了後、解剖医から依頼元機関とご遺族

同席で説明を行う。両看護師が立ち会い、記

録する。 
⑰ 死亡診断書を主治医に記載してもらう。死因

については、解剖執刀医に確認する。→事例

チェックリストの「渡し済み」の欄にチェッ

クする。その他、特記（例えば、死因が不明

のままで発行できない場合など）がある場合

は、チェックリストの「申請時の問題点」の

欄に記載をしておくこと。 
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